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石油危機以降の先進諸国経済の最も顕著な特徴はインフレ率の低位収斂とそれに伴う財政の均衡および失業の循環的増大である。こうした中、９０年代の日本は低成長、低インフレに加え、主要先進諸国で唯一財政事情を悪化させ、失業率を漸増させている。本講では、経済国際化の国内的影響の関する先端的業績の吟味を通し、国際的資本移動の制約下の主要先進諸国のディスインフレ改革の中でも、特異な日本の事例の理論的含意を検討する。
教材は当方でマスターコピーを用意する。進め方はゼミ形式で、教材の内容・論点に関しては当方が質問しながら講義・討論を誘導する形式を取るが、教材に関する積極的な討論を奨励することには変わりがない。単位認定はゼミ出席とテークホーム試験による。（尚、このシラバスは http://www.iss.u-tokyo.ac.jp/~hiwatari/ からもダウンロードできるようにする。）
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